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はじめに
　11東病棟では、H14年4月から且16年3月までの2
年間で、入院患者のうち癌患者は72．4％であった。その
うち手術適応の患者は41．5％で、手術できず化学療法
や癌性疹痛のコントロールなどで入院した患者は
58．5％であった。
　痛みは、癌患者がもっとも訴える症状の1つであり、
WHOの調査によると癌患者のおよそ70％が、主症状
として痛みを訴え苦しんでいる。1琳は、「ペインコン
トロールの問題点として24時間患者と接している看護
師によってペインマネジメントの質が大きく変わると
考える。」と述べている。2）その為今回、当院の看護師
がペインマネジメントについて、どのような意識を持
っているのかを調査したので報告する。
1用語の定義
1．緩和群とは現在当院で行っている緩和研究会の勉
　忍会に参加している3病棟を指し、非緩和群とは
　その他の5病棟とする。
2．ペインマネジメントとは痛みを持つ患者に対して、
　二二を緩和させることを目的として行う全ての活
　動。
皿研究方法
1．調査期間
　2004年8月18日～9月10日
2．調査対象
　　当院に勤務する看護師のうちペインマネジメン
　トに深く関わっていると考えられる病棟の師長・
　主任を除く看護師214名
　　（緩和群65人　非緩和群149人　総数214人）
3．調査方法
　　質問紙を用いた意表調査を行い、それらを集計
　し結果考察する。
4．倫理的配慮
　　対象者に承諾が得られた場合には任意参加であ
　ること、匿名性などを説明する依頼文と共に質問
　紙を看護師に配布する。質問紙はプライバシーの
　保護の為集計後は破棄する。
皿結果
回収率71．9％　有効回答率50．0％
　Kulluskal－Wallsの検定を用い、①経験年数で分類、
②緩和群・非緩和群に分類して行った。
　①の分類で、問1ではほぼ全ての看護師が患者のペ
インマネジメントに関わっていることがわかった（図
1）。また、問2のペインマネジメントに興味・関心が
あるかという設問に関しては、ほとんどの看護師が「は
い」と答えており、1年目19／20人中（95％）、2年目
15／20人中（75％）、3年目13／13人中（100％）、4年目以
上49／54人中（90．7％）、緩和群36／39人中（92．3％）、非
緩和60／68人中（88．2％）という結果が得られた（図2）。
しかし、問3よりオピオイドローテーションという言
葉を知っている看護師はどの経験年数においても半数
以下であった（図3）。有意差が認められた問4の「オピ
オイドの導入・ドーズアップに関して、医師へ働きか
けをしたことが実際にありますか」に関しては経験年
数により大きな差があり、経験年数が上がるにつれて
患者様の疾痛をアセスメントし、医師と患者様の間に
入りオピオイドの導入やドーズアップについて関わっ
ていた（図4）。薬剤の作用・副作用・効果発現時間な
どに関する設問（図5、6、7、8、9、10、11、12、13、
14、15、16）においては経験：年数による有意差は認めら
れなかった。
　②の分類では、有意差が認められたものは、図3、
4、8、11、13、15だった。問3の「オピオイドローテー
ションという言葉を聞いたことがあるか」という設問
に関しては、緩和群は半数以上の人が聞いたことがあ
るという結果に対し、非緩和群ではほとんどの人が聞
いたことがなかった（図3）。問4の「オピオイドの導
入・ドーズアップに関して医師への働きかけをしたこ
とがある」という設問に関しては、経験年数別と、緩
和・非緩和群で有意差がみられた（図4）。問11（図11）
「オピオイドに反応しにくい癌性疹痛の病態」、問15（図
17）「骨転移のある患者に有効な薬剤」という設問から
は、緩和群では癌性疹痛の種類を理解しているという
結果が得られた。図1、2、5、6、7、9、10、12、14、
15、16については有意差がみられなかった。
］V考察
　今回の結果から当院の疹痛緩和に関わっている看護
師のペインマネジメントに関する知識は経験：年数によ
る差はほとんどないが、緩和群・非緩和群に分類する
と有意差があることが明らかとなった。この結果は林
の知識テストを用い看護師の経験年数を比較し得点化
し分析した「癌専門病院における臨床経験により、年
代 が上がるにつれ得点が上昇して行く」3）という
先行研究結果とは一致しなかった。私たちの研究結果
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からはペインマネジメントに関する専門的知識よりも
臨床現場での経験と自己学習が関与していると考え
る。
　痙痛緩和への興味・関心が高かったことは、看護師
が少しでも患者の痛みを和らげたいと考えているから
だと思われる。しかしアンケートの結果ではオピオイ
ド鎮痛薬の作用時間やレスキュードーズ、薬物依存ま
た鎮痛補助薬については有意差がなく、全体的に正解
率が低かった。石垣らは、モルヒネは癌性疹痛治療に
対し使用頻度の高い薬剤であり、私達がその基本的な
知識のもとに個々の患者にあった使い方ができない
と、患者に活かされないと述べている。4’そのためペ
インコントロールを円滑に進めていくには看護師が十
分なペインマネジメントの知識を身につけることが最
も重要だと考える。
　これらのことから看護師として効果的なペインマネ
ジメントを行っていくには、ペインマネジメントの知
識がある上で更に患者を理解し医療者と患者のよりよ
いコミュニケーションがとれるよう関わっていく必要
があると考える。
V結論
1．学年別、緩和、非緩和とともに、疾痛緩和ケアにつ
　いて興味・関心は高かった。
2．薬剤に関する知識は全体的に低かった。
おわりに
　今回の研究から、当院の看護師のペインマネジメン
トに関する興味・関心が高かったことは患者の苦しみ
を目の前にして疹痛コントロールを図ろうと働きかけ
ているからだと思われる。薬剤の効果・副作用の知識
については十分ではなかった。今後よりよいペインマ
ネジメントを行えるよう知識を高め、患者の疹痛を適
切にアセスメントし看護をしていく必要があると考え
る。当院では薬剤師・医師による講演や緩和医療研究
会が設けられているため今後も参加を促し多くの人が
ペインマネジメントの知識を深めていく必要があると
考える。
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アンケート用紙
1．今までに癌性疹痛を訴える患者
　様の疹痛緩和ケアに関わった事
　がありますか。
①はい
②いいえ
2．ペインマネージメントに興味・
　関心がありますか。
①はい
②いいえ
3．オピオイドローテーションとい
　う言葉を聞いた事がありますか。
①はい
②いいえ
4．オピオイドの導入・ドーズァッ
　プに関して、医師へ働きかけを
　したことが実際にありますか。
①はい
②いいえ
5．癌による痛みに対して、オピオ
　イド鎮痛薬の投与方法の一般的
　に最も望ましい予予ルートは以
下のどれだと思われますか。
①経静脈的投与
②筋肉注射
③皮下注射
④経口投与
⑤経直腸的投与
6．オピオイド鎮痛薬の副作用で長
　期使用しても軽減しない副作用
　はどれだと思いますか。
①鎮静作用
②嘔気
③便秘
④呼吸抑制
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7．癌性疹痛のある患者に対して医
　師がオピオイド鎮痛薬を処方し
　た時、その薬で精神的依存を生
　じるのはどれ位だと思われます
　か。
①かなり頻繁に生じる
②頻繁に生じる
③たまに生じる
④めったに生じない
8．NSAIDsは麻薬と併用してもい
　いと思われますか。
①はい
②いいえ
9．NSAIDsの副作用ではないもの
　はどれだと思われますか。
①消化性潰瘍
②血小板減少
③脱毛
④肝機能障害
⑤腎機能障害
10．鎮痛補助薬は、下記のどれだと
　思われますか。
①ステロイド・抗うつ薬・抗不整
②ステロイド・抗うつ薬・免疫抑
11．癌性疹痛の病態には以下の3つが
　ありますが、オピオイドに反応し
　にくいのはどれだと思われます
　か。
①体性痛
②内臓痛
③神経因性足痛
12．レスキュードーズはベースの何
　分の1が適当と思われますか。
＠1／6
（2）　1／5
＠1／4
＠1／2
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13．自分の家族が癌性痺痛を持ち強
　オピオイドを投与されていると
　き、その家族が薬物依存症にな
　るかもしれないと気にします
　か。
①気にしない
②気にする
14．以下の薬剤の効果発現時間を①
　～④の中から適当な・番号を選ん
　で下さい。
1）オプソ　　　　　（　）
　①10分以内
　②20～30分以内
　③30分～1時間以内
　④1時間以上
2）アンペック坐薬　　（　）
　①10分以内
　②20～30分以内
　③30分～1時間以内
　④1時間以上
3）塩酸モルヒネ末　　（　）
　①10分以内
　②20～30分以内
　③30分～1時間以内
　④1時間以上
15．骨転移のある患者が疹痛を訴え
　た時、医師の指示薬が以下の5
　つであった場合どれを投与しま
　すか。（複数回答可）
①ボルタレン坐薬
②アンペック坐薬
③ロピオン
④塩酸モルヒネ末
⑤オプソ
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図！丁丁緩和ケアに関わった事があるか（問1）
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図2ペインマネージメントに興味・関心があるか（問2）
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　　図3　オピオイドローテーションと言う言葉を
　　　　　聞いた事があるか（問3）
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　図4　オピオイドの導入・ドーズアップに関して、
　　　医師へ働きかけた事があるか（問4）
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癌性疹痛に対しオピオイド鎮痛薬の最も望ましい
　　　与薬ルートはどれか（問5）
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オピオイド鎮痛薬を長期使用しても軽減しない
　　　副作用はどれか（問6）
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　　図7オピオイド鎮痛薬により精神的依存を
　　　　　生じるのはどれか（問7）
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NSAIDsはオピオイド鎮痛薬と
併用してもよいか（問8）
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図9　NSAIDsの副作用ではないものはどれか（問9）
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図10　鎮痛補助薬はどれか（問10）
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図11オピオイドに反応しにくい癌性疹痛の
　　　　病態はどれか（問11）
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図12レスキュードーズはベースの何分の1が適当か（問12）
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図13　強オピオイドにより薬物依存症になるかも
　　　　しれないと気にするか（問13）
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図14　オプソの効果発現時間はどれか（問14（1））
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図15アンペック坐薬の効果発現時間はどれか（問14（2））
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図16塩酸モルヒネ散の効果発現時間はどれか（問14（3））
80
70
60
50
40
30
20
10
0
團不正解
團正解
　　　　　　　　　　　　4　　緩　　非1 　2　　　3　　999賃和轄・P・・．・5
　　　　　　　　　　　　ヒ
図17骨転移による疹痛に効果のある鎮痛薬はどれか（問15）
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